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1. はじめに 

Web システムを構築する各種技術，特にコンテンツ交
換技術の発展に伴いデジタルアーカイブの構築が進んで

いる．図書館においては，台湾で NDAP というデジタルア
ーカイブプロジェクトを進めている[1]．しかし博物館におい
てはこうした電子化が進んでおらず，メタデータの共通化

の定義を確立しようと試みられているのが現状である．定義

が確立していないため，電子化を行っている博物館におい

ても検索方法が各館で異なり，同じ資料でも名称が異なる

という問題が出てくる．検索方法が異なることで，図書館に

おいては各館同士で連携が行われているが，博物館にお

いてはこの連携が難しくなる．そこで本研究ではこれらの問

題に注目し，博物館資料に対してメタデータを付加するた

めのXML メタデータスキーマの提案を行う． 

2. メタデータフォーマットの動向 

この章ではメタデータフォーマットの動向として，CIDOC，
ダブリン・コア，MPEG について述べていく． 

2.1 CIDOC 

CIDOC とは博物館コレクションのドキュメンテーション
専門の機関である．主に CIDOC CRM モデリング，
CIDOC 情報カテゴリ等の開発やガイドラインの作成を行な
っている[2]． 
z Acquisition Information (取得情報) 
z Condition Information (状態情報) 
z Deaccession and Disposal Information (償却・処分情

報) 
z Description Information (記述情報) 
z Image Information (画像情報) 
z Institution Information (組織情報) 
z Location Information (所在情報) 
z Mark and Inscription Information (記号・刻印情報) 
z Material and Technique Information (材料・技法情報) 
z Measurement Information (測定情報) 
z Object Association Information (資料関連情報) 
z Object Collection Information (資料コレクション情報) 
z Object Entry Information (資料受入情報) 

z Object Name Information (資料名情報) 
z Object Number Information (資料番号情報) 
z Object Production Information (資料制作情報) 
z Object Title Information (資料タイトル情報) 
z Part and Component Information (部品・構成情報) 
z Recorder Information (記録者情報) 
z Reference Information (参照情報) 
z Reproduction Rights Information (複製権情報) 
z Subject Depicted Information (主題描写の情報) 
この情報グループにおいて，「画像情報」や「資料関連

情報」は詳しい内容がないため，情報が入れられないという

問題点がある． 

2.2 ダブリン・コア 

Dublin Core Metadata Initiative が制定した，インターネ
ット上にある多様な情報資源の記述に共通して使えるよう

デザインされたメタデータ規則である．エレメントと呼ばれる

15 個の基本項目が存在する．ただ機能を増やすことよりも，
限定された少数の要素を標準化し，現実に使えるメタデー

タを目指している点が特徴である．ダブリン・コアは柔軟性

と利便性を意識して，全てのエレメントをオプションとしてい

る．つまり，自分で使いたい分のエレメントを利用できる．博

物館資料に対しては適切ではないが利用はできるため，本

研究ではダブリン・コア 15 項目のうち博物館資料の定義に
必要な項目を自分たちで選び実際に使用していく． 

2.3 MPEG-7 

MPEG-7 (Moving Picture Experts Group) ， ISO/IEC 
15938 は，マルチメディア用メタデータ表記方法の国際標
準化規格である．MPEG-1，2，4 などとは異なり，動画デー
タのエンコードが目的ではなく，XML をベースとしたメタ
データ記述によるマルチメディアデータの高速な内容検索

を目的としている． 

2.4 MPEG-21 

MPEG-21，ISO/IEC 21000 は将来のマルチメディア流
通を想定して，著作権保護やコンテンツ保護を中心とした

規格である．MPEG-7 と同様，動画の圧縮を定めた仕様で
はない．メタデータを用いたアプリケーションは一般にそれ



を生成する工程およびそれを利用する工程に大別され，両

者の間を標準化された表記方法が仲介するという形式でモ

デル化される．MPEG-21 は標準化対象とした標準表記方
法である．換言すれば，MPEG-21 は特徴データの抽出方
法やその利用法については規定していない．これは

MPEG-21 が，これら特徴抽出や利用法は今後も更なる発
展の余地があると考えるからである． 

3. XMLメタデータスキーマの提案 

博物館ではメタデータの共通化について確立した定義

がまだ成されていないのが現状である．22 の情報グルー
プを提案してはいるが，これは基本的なことでこれだけで

は不足してしまう部分がある．そこで本研究では，実際に定

義されているメタデータスキーマの一部を組み込むことで，

不足していた部分を補うことを提案した． 

3.1 MPEGを用いた要素の提案 

博物館の資料を動画や静止画で納めて，それらのデー

タをメタデータスキーマに格納することも本研究課題の１つ

である．実際には第 2章で挙げた MPEG-7，MPEG-21 の
規格を参考にして，メタデータスキーマの構築に利用した．

MPEG-7，21 は動画や静止画などのマルチメディアコンテ
ンツを表記するための国際基準になっている．これらの規

格を参考にすれば，どのような動画や静止画等のマルチメ

ディアコンテンツが用いられたときでも全てにおいて対応

できるスキーマを作成することが出来るからである． 

3.2 MODSを用いた要素の提案 

本研究の言語フィールドは MODS を参考としている．
MODS とは図書館での利用を重視したメタデータスキー
マである．XML 言語で記述可能で，全く階層を持たない
ダブリン・コアのような非常に簡易な形式とも違った新たな

規格である[3]． 
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図 1 多言語フィールドを用いた木構造 

 
実際に資料名情報<Object Name Information>で使用し

ている他言語フィールドの木構造を図 1 に示す．これは
<Object Name Information> 要素が複数の子要素<Title 

Information> を持っている．この<Title Information> は属
性<lang> と<type> を有しており，この属性でその要素の
言語やタイプを指定する． 

3.3 CMSとXMLスキーマの連携 

図2 において，①で博物館資料に対しXML 化を行い，
② においてXML 化したデータをデータベースに保存す
る．データベースとして格納すれば，③のようにデータベ

ースとの間でデータのやり取りが可能となり，好きなときに

データの追加・削除が可能なため，資料の整理が容易とな

る．また，④のように Web サーバを介することで資料や語
句の検索を行なうことができ，いつでもすばやく欲しい情報

を得ることが出来る．さらに，⑤において Web サーバ同士
が連携しあうことで他の博物館との情報交換を行うこともで

き，博物館の質を高めることが出来る．  
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図 2 XMLメタデータスキーマの利用法 

 
また，②では CMS を利用することができる．CMS 

(Contents Management System) とはWeb サイトを構築・編
集するソフトウェアである．「博物館 Web サイトの CMS 利
用によるユーザビリティ向上」 において，CMS のデータ
ベーステーブルを拡張しスキーマを導入することで，メタデ

ータを入力できるようにする[4]．そうすることで Web サイト
の管理を容易にし，詳細なデータ管理が出来るようになる．

このように，XML メタデータスキーマを提案することで
様々な利点が生まれ，博物館を利用しやすくなる． 

4. 南山大学人類学博物館との検討 

本研究では，南山大学人類学博物館が所蔵する 50 点
の博物館資料のデータを使用する．2006年 8月 3日と 12
月 6日に人類学博物館においてスキーマの項目について
の打ち合わせを行なった．スキーマの項目の基本となるの

は，CIDOC が定義している 22 の情報グループで，その
中から付加出来るデータ，出来ないデータを検証し，必要

のない部分の削除，変更，情報の追加を行った．例えば，



「Condition Information(状態情報)」というものがあるが，こ
の状態情報には以下の情報がある． 
z Condition (状態) 
z Condition summary (状態要約) 
z Condition date (状態日付) 
この情報に新たに「処理者」という情報を付け加え，状態

情報の内容を 4 つに変更した．また，新たに「貸出し情報
(履歴)」という情報を作成し，以下の内容にした． 
z 貸出し日付 
z 運搬方法 
z 受け取り者 
z 返却日→確認者 
このように，南山大学人類学博物館にふさわしい情報の

みを選び，50 点の資料のデータがすべて入るようなスキ
ーマの設計を行なった．また，今回使用した 50 点の博物
館資料はすべて土器である．それ以外の資料においても

本研究で提案する XML メタデータスキーマが妥当である
か検証する必要があるため，いくつか別の資料を用意し検

証を行なった． 

5. XMLスキーマの検証と実験 
 作成したXMLスキーマを用いてその妥当性の検証と実
験考察を行った．今回の検証に用いた環境に使ったXML 
パーサはMSXML4.0を用いた．これはInternet Explorer を
利用してウィンドウをクリックするだけでそのXML に関連
するXSLT の結果を表示し，スキーマの妥当性を判定する．
XLST で画像を表示する実験を行うためInternet Explorer 
を容易に利用できるMSXLM を使用する． 

5.1 XML文書の妥当性の検証 

XML Schema は単なる文書定義言語に過ぎない．実際
に Schema データを XML 文書と照合し，エラーを出力し
たり，その後の処理をするのは DOM の役割となる．DOM  
(Document Object Model) とは XML 文書に含まれる各ノ
ードを操作するためのオブジェクト群である．この DOM を
介することで XML 文書へアクセスすることが出来る．その
仕組みを図3に記す． 
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XMLSchema
文書

Schemaプロパティ

XMLDOMDocument2
オブジェクト XML文書

XMLParsedError
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検証

 
図 3 妥当性検証のアルゴリズム 

MSXML のDOM にはXML Schema 文書を格納する
ためのオブジェクトとしてXMLSchemaCache が用意されて
いる．ここではXMLSchemaCache オブジェクトを生成し，こ
れを変数 objScm に格納している．ただしこの生成された
ばかりのオブジェクトは空なので，add メソッドを実行するこ
とでXMLSchemaCache オブジェクトにXML Schema 文書
が格納されることになる． 

XML 文書を格納する器はXMLDOMDocument2 であ
る．まずその器を宣言し，変数 objDoc に格納する．そして
Schema プロパティに，XMLSchemaCache オブジェクトを
格納することでこれから呼び出される XML 文書を検証す
る た め の 元 と な る XML Schema 文 書 が
XMLDOMDocument2 オブジェクトに関連付けられる． 

load メソッドで呼び出された XML 文書はデフォルト状
態でスキーマ文書(xsd ファイル) によって検証されエラー
があった場合には内部的にエラー情報が保持される． 
保持されたエラー情報は parseError メソッドによって取

得することが可能である．parseError メソッドは一連のエラ
ー情報を保持する XMLDOMParseError オブジェクトを返
す．errorCode プロパティはその XMLParseError オブジェ
クトに属するプロパティで，XML Schema の検証によるエラ
ーコードが格納される．ここではエラーコードが 0 であった
場合はエラーがなかったものとみなし，それ以外の場合に

はそれに伴う詳細なエラー情報をダイアログ表示する．ど

のプロパティがどういった情報を持つかは表 1 に記す． 
 

表1  XMLDOMParseError オブジェクトの主なプロパティ 

5.2 XPathを利用したデータ抽出実験 

XML 文書を書き，それを XLST にかけて HTML で
表示出来るようにした．XML で書いた情報をそのまま利用
者に見せても，利用者が有益だと思う情報は少ない．その

ため利用者が見て有益だと思う情報のみを XMLの中から
抽出して結果を XML 文書と言う形で HTML に表示させ
る．実際に HTML に XML のデータを抽出するために
XPath を用いた．XPath とは XML 文書中の要素や属性
等を特定するための記法で，1999 年 11 月に W3C から
勧告された規格である．その表示結果を図 4に示す。 

プロパティ 説明 
errorCode エラーコード 
line  行数 
reason エラー発生理由 



 
図 4 表示結果 

 
<Object_Name_Information>
<Title_Information lang="jp">

<Title>縄文土器</Title>
</Title_Information>

：
</Object_Name_Information>

 
図 5 XMLによる記述 

 

図 6 XSLTによる記述 
 

今回の実験で図5の資料の名前<Title_Information> は
<Object_Title_Information> のノードに複数入っている形に
なる．そのため<Title_Information> を見分けるためには
<Title_Information> に付いている属性を指定する必要が
ある．そのためのXPath は図6に記述してある．ルートノー
ドである</> から始めて，<Title_Information> のあとに
<attribute::lang=’jp’> 属性を持つノードを指定する．このノ
ードの横並びとなるノードを指定するには属性指定の際に

このノードのみが有する属性，この場合は<lang=’jp’> を
XPath で指定する． 

5.3 50点の資料に対する検証 

南山大学人類学博物館所蔵の 50 点の資料をメタデー
タとしてデータに打ち込み，そのデータが XMLSchema の
妥当性に従うか検証した．この資料は全て同じ項目の情報

を持っているわけではなく，一点一点そのメタデータが微

妙に異なっている．それらの微妙な違いにも対応できるよう

に空要素になるかも知れない要素の定義を利用して XML 
Schema を拡張した．しかし，全ての要素に空要素を定義し

てはいない．その資料にとって必ず必要となる情報(例えば
資料名) は記述しなければパーサはエラーを返す様にな
っている．また，博物館資料といっても土器ばかりではない．

人類学博物館には他にも昭和の玩具や生活用品等も所蔵

している．それらの資料も土器と同様の結果が得られるよう

に XMLSchemaを拡張した．同じ土器同士ならばその資料
に対するメタデータのゆらぎは少なくなるが，全く種類の異

なる資料ではメタデータのゆらぎは大きくなる．具体的にど

の程度メタデータにゆらぎがあるか一部抜粋で図 7 に記し
た． 

<!-- 7:所在情報の現所在・現所在日付：現所在タイプ：標準所在-->
<Location_Information>

<Current_Location>第一展示室</Current_Location>
<Current_Location_Date>2006-10-02</Current_Location_Date>
<Current_Location_Type>展示中</Current_Location_Type>
<Normal_Location xsi:nil="true"></Normal_Location>

</Location_Information>

<!-- 7:所在情報の現所在・現所在日付：現所在タイプ：標準所在-->
<Location_Information>

<Current_Location>西倉庫</Current_Location>
<Current_Location_Date xsi:nil="true"></Current_Location_Date>
<Current_Location_Type>収蔵中</Current_Location_Type>
<Normal_Location xsi:nil="true"></Normal_Location>

</Location_Information>

 
図 7 内容の異なるデータの比較 

 

6. おわりに 

本研究では，南山大学人類学博物館所蔵の博物館資

料を用いて提案したスキーマが妥当であるか検証した．ス

キーマの全体のグループ数は 23 となり，カテゴリの要素は
全部で 103となった．これらの情報をXMLで記述し，パー
サで誤りを検証した．その結果，与えられたすべての資料

を入れることができるスキーマを生成することができた． 
  今後の課題として博物館資料すべてに対しての妥当性
の検証．博物館での実用化が挙げられる． 
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<html>
<dd>大別名称：<xsl:value-of select="Object/Object_Name_Iformation/

Title_Information[attribute::lang='jp']/Title" /></dd>
<dd>型式/器種：<xsl:……


